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論点1  :   災害時の価値とは

災害発生前

*    保存期間

*    保管スペース

*    活用方法

*    価格

災害発生後

*   開封してすぐに食べる
ことができる

*   被災者のニーズに配慮
*    調理済み
*    食器が不要
*    おいしい（普段と同じ）
*    温かい
*    個食パック
*    携帯性
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論点2  : 何時 役立つのか

自助

①発災後～○日間

自助
② ○日後～

救援物資 ③○週間後～○ヵ月

共助

炊き出し
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論点3 :  どのような時 役立つのか

災害食の選択

熱源

第一
ステージ

第二
ステージ

第三
ステージ

なし
カセット
コンロ等

電気
復旧

都市ガス
復旧

水

飲料水なし

ペットボトル

給水車

水道復旧

飲料用

注水用

調理用 注湯用

湯煎用

調理用

洗浄用 食材・

調理器具
用

クラッカー等

アルファ米等
乾燥食品

パックごはん
レトルト食品

乾麺、無洗米

米、野菜
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災害時の食は誰が何を備えるか

活動・生活 自助・公助

災害対応

従事者

自治体・医療者

ライフライン企業

ＢＣＰ企業、住民

避難所外

避難所

自宅

内閣府（防災担当）
避難所の取組指針

平成25年8月

農林水産省

家庭用備蓄ガイドライン

平成26年2月

住民

要配慮者

住民

入院・ 入所 病院・施設
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論点4: 誰の役に立つのか
被災者 活動・生活 自助 共

助
公助

災害対応

従事者

自治体・医療者

ライフライン企業

ＢＣＰ企業

職場・

現場

住民 避難所外

避難所

自宅

住民

要配慮者

住民

入院・ 入所 病院・施設



論点5 :  賞味期間の長さと役立ち度

長いほうが良い

1. 要配慮者向けの食品には長く
できないものが多い。

2.  被災地で役立つ食品は賞味
期間の長い食品だけではない
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